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匚論文の 意義コ

　本譌文は静岡県が 1992年 2 月、雲仙普賢岳噴火災害に よる住民の 避 難生活につ い て調査

した際に、当初短期的な対応で済むと考えられ た避難行動が、噴火活動の活発化に伴い長

期化して きた こ とによる対策内容の 移行を見ることがで きた。まだ災害は継続中であるが、

初期の 段階にお い て 自然災害対策を担当する地方 自治体として、避難活動を成功させるた

め には如何な る事前対応 が必要か 考察 した 。

匚論文の 概要コ

　土石流か ら火砕流に 災害が変化しため 、行政機関が取 っ た住民へ の 避難の 指示は予め定

め られた物でなく、災害の 状況によっ て行動が変化 した 。山麗にあ っ た北上木場町 と南上

木場町の住民は 、土石流災害を予測 した時点では避難住民を受け入れ る安全な地域であっ

たが、火砕流が発生す るよ うになっ て か ちは避難民に変わ っ た。こ れ らの 行動の変化は、

災害の状況 と避難地の 選定から3 つ に分けるこ とがで きる。

　この避難行動から箏前対策として 、地域防災計画の充実、住民の防災教育、避難地の 安

全性、自主防災組織の 育成、市町村の 災害相互応援協定、地域防災会識専門部会の 開催に

つ い て教訓を得た 。
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雲 仙 普 賢 岳 噴 火 災 害 に よ る 避 難 か ら 得 た 教 訓

静岡県防災局　　井野盛夫

　普賢岳 を主峰とする雲仙岳火山は、1989年11月21日に始まっ た群発地震の震源が橘湾か

ら次第に東に移動 して 、1990年 7 月 4 日には初めて火山性微動を観測し、同年 11月17H未

明、九十九島、地獄跡火口か ら198 年ぶ りの 噴火に至 っ た ．

　その後、1991年 2 月屏風岩火口か ら噴火し、3月になっ て九十九島、地獄跡、屏風岩火

口の 3 か所が同時噴火 して噴煙活動を続けて い たが、5 月15日にな っ て噴煙活動 によ っ て

放出された大量の 火山灰が 、降雨によ っ て土石流を引き起こ し水無川の流域では 小被害が

発生 した 。岡月 20日には地獄跡火口内に溶岩 ドーム が出現 して火山活動の 長期化 を思b せ．

同月24日には溶岩 ドーム の 崩落による火砕流が頻繁に発生するようになり、翌 日には 作業　　
’

員から負傷者も出た 。 火砕流が頻繁に発生するなど急激な噴火活動が予測された ため 、気

象庁は 26日に火山活動情報第 1号を発表 した 。 島原市と深江町は土石 流と火砕流の 危険に

備え、初期には災害対策基本法に基づ く避難勧告 を、さちに 警戒区域の指定を行 い 、多く

の 住民が長期にわた る不便な避難生活を送 るこ とにな っ た 。

1　 避難生活に至 っ た経縛

1991年 5 月15日　水無川に土石流発生 。 島原市、深江町で 117世帯、461人に避難勧告

　　　　　　19日　水無川に土石流発生。島原市、深江町 で自主避難 。

　　　　　 21日　水無川に土石流発生。島原市324 世帯、456 人自主避難．

　　　　　 24日　地獄跡火口で噴火 し火砕流発生。島原市324 ’
世帯、868 人、深江町 12

　　　　　　　 2 世帯 、425 人が 自主避難 。

　　　　　 26日　火砕流多発。島原 市313世帯 、1126人に避難勧告 ｛北上木場町、南上

　　　　　　　 木場町 ｝、深江町 122世帯、433人は避難勧告。

　　　　6 月 1 日　 島原市避難勧告を一部解除。

　　　　　　3 日　大規模な火砕流発生 。 島原市 10町 、深江町 3 町 に避難勧告。

　　　　　　4 日　深江町 3 町に避難勧告。

　　　　　　6 日　島原市 5 町 を警戒区域に指定 （砂防資料｝。

　　　　　　7 日　島原市 3 町を警戒区域に追加。深江町 3地区 を警戒区 域 に指定し、1

　　　　　　　　地区に避難勧告 （砂防資料）。

　　　　　　8 日　大規模な火砕流発生．島原 市、避 難区域 17地区全域を警戒区域に指定

　　　　　　　　し、4 地区に避難勧告 ｛砂防資料） e

　　　　　　9 日　深江町 3 地区 を警戒区域に指定 し、避難勧告 ｛砂防資料 ｝。

　　　　　　12日　島原市、深江町は水無川河 口部 の 半径2．5km内を警戒区域に指定 （砂

　　　　　　　　防資料 ）。

　　　　　　17日　小規模な噴火で降灰。島原 市 3地 区 を警戒地域に追 飆。

　　　　　　19日　旧火 口か ら噴気。深江町 2 地区を避難勧告地域 か ら警戒区域に変更 し．

　　　　　　　　4 地区に自主避難を呼び掛ける 1砂防資 料）。

　　　　　　26日　島原市、深江町は海域の 警戒区域半径 2．5km を2．Okmに縮小。
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　　30日　本川で土石流発生．島原市南千本木町 、北千本木町 、有明町川内 ・神

　　　　木 ・池田 ・川原地区、新山 3 ・4 丁目に避難勧告。

8 月10日　飭原市、深江町は海域の警戒区域半径2．ekm を 1．Okm に縮小。

　　2B日　普賢岳北東斜面からお しが谷へ 火砕流続発。島原市は南 ・北千本木町

　　　　の 153 世帯に避難を呼び掛ける。

　　30日　島原市南 ・北千本木町の 153世帯585人に避難勧告。

9 月10日　島原市は南 ・北千本木町を警戒区域に、上折橋町の
一部を避難勧告区

　　　　域に指定 （砂防資料｝ 。

　　15日　普賢岳北東斜面で最大規模の 火砕流が発生。

　　24日　島原市は秩父が浦町、深江町は諏訪名大木 、松山地区 の 避難勧告区域

　　　　を解除 し、警戒区域を20日間延長 （砂防資料） 。

10月14日　島原市は警戒区域の 大下町の
一
部、避難勧告区域の船泊町全域、南崩

　　　　山町の
一

部、深江町は避難勧告区域の諏訪名中原を全面解除 ． 島原市安

　　　　徳町、深江町大野木場 ・同芝所 ・同綾野の各一部を警戒区域か ら避難勧

　　　　告区域に緩 和 ．他の 警戒区域や避難勧告区域は 20日間延長 （砂防資料 1 。

　　22日　島原市は警戒区域の うち北 ・南上木場町を除く13町 1043世帯3990人に

　　　　条件付き立入 りを認め る．

　　25日　地獄火口跡で 火炎現象を初観測。

11月 3 日　警戒区域の歸原市梅園町全域、北 ・南 ・中安徳、鎌田、仁田、門内、

　　　　大下の 各町の
一
部計 583 世帯、2098人、深江町大野台全域、下大野木場、

　　　　上瀬野、芝原 、川原端地区の
一部計93世帯、304 人を避難勧告区域に 緩

　　　　和。避難勧告区域の深江町下綾野地区112世帯、439人を全面解除 。

　　　　　残 りの避難勧告区域、警戒区域を20日間延長 ．

1旧

12日

23日

29日

深江町は警戒区域 の 入域許可 を再開。

勗 原市は 警残 区域 の 入域許可 を 、5日まで延期 ．

島 原市 、深江町は規制を20日闔延長 。

火砕流が頻発。深江町は避難勧告区域に
一時入域 して い た住民に緊急

　　　　　　避難を呼び掛け る。

　　 12月 13日　 飭原市 ．深江町は規制を20日間延長。

　　 1 月12日　島原市 、深江町は規制を30日閻延長、

平成 4 年 1月20日現在

島原市

深 江 町

警戒区域

避難勧告区域

警戒区域

避難勧告区域

11町

11町

2地 区

3地区

556世帯　2296人

904世帯　 3230人

2131壁帯　　1016丿丶

391世帯　 1433人

2　避難行動

　多 くの 翻原布民は 約 200 年前に 眉山が 崩壊 した こ とか ら、地震 活動か ら始 ま っ た今回

（1990年 ）の 普賢岳 瞶火災 害が山休崩壊災害に移行して い くの で はない か と考え 、眉山崩
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壊の影響範囲が問題 とな っ た 。
1991年 4 〜 5 月になると、噴火活動がしだ い に活発にな っ

て 降灰が山麓に堆積 し、梅雨時期も近 くなるに したが い土石流からの 避難が当面の 問題 と

な っ た 。この 時期にな っ て も潜在的には眉山の崩壊の 危険が含まれてい た 。 5月 15日、水

無川に設置 した ワ イヤ ーセ ン サーが作動 した こ とか ら、島原市と深江町は水無川下流 の 住

民 に避難勧告を出 した （第一回目｝。19日にな り水無川にかか る筒野橋、農 道橋が土石流

に よっ て 流失したため 、下流の 住民が 自主的な避難 を した。21日に連続雨量 が 94．Omme：達

したため 、水無川下流の齢原市民324 世帯は自主避難 した。しだい に普賢岳も噴火活動が

活発化して 、5 月24日に な り火ロ東壁が崩壊 して 火砕流が発生 し、島原市と深江町 の a46

世帯が 自主避難 した 。この 時点では まだ土石流か らの避錐が住民の意識に在 り、水無川か

ら小高 い 位置に移動する行動が中心で あっ た．

　 5 月26日にな っ て火砕流が断続的に発生して負傷 者が出るに及び 、島原市は山麓の普賢

岳に最も近 い 位置にある北上木場町 、南上木場町に対して避難勧告を行 っ た （第二 回目 ｝ 。

こ れが今回の 火砕流対策として取 っ た初めて の 避難である。 その 後 、島原市は 6 月 1日に

な っ て避難勧告を一部解除したが、こ の 時点では大規模火砕流を想定して い なか っ たとい

える。3 日にな っ て大規模な火砕流が発生 して水無川と赤松川の合流点 まで達 した こ とか

ら．島原市と深江町は広域に避難勧告 を行っ た 。 こ の 火砕流に よっ て最惡の人的、物的被

害が発生 した 。 喰火活動が続 く中、7 日になっ て 島原市は対策基本法第63条第 1 項に基づ

く警戒区域に北上木場町、南上木場町 、白谷町等 7町を指定 した。深江町 も翌日にな っ て

上大野木場 、中大野木場等 5地区を警戒区域に指定 した 。

　以降 、噴火活動の規模と火砕流の 発生位置から避難勧告区域を拡大 し、8 月26日に今ま

で とは変 り北東斜面か ちお しが谷へ しだ い にそ の規模が大 きくなっ て きた こ とか ち、9 月

15目、島原市北千本木町 、南千本木町 を指定して警戒区域面積 が最大とな っ た。

　 警戒区域の最悪時指定状況

　　　 島原市　　　22町　　　2，047 世帯　　　　7
，
208 人

　　　 深江町 　　　 5地区　　　943Sl 　　　　 3．8041t

　　　　 言十　　　　　　　　　　　　　　　2，990　〃　　　　　　　　11．012　〃

その 後、噴火活動の 変化を見なが ら、警戒区域の 継続及び解除、避難勧告へ の 移行な
・
どの

規制を継続 して い る。

3　避難生活
一

島原市に つ い て

　噴火活動が始 まっ た頃の避難につ い て 、災害と行動パ ターン を 3 つ に分ける軍がで きる。

1〕 平成 3年 5月 15日か ら25日 に かけ て 土石流 災害 を予測 し、水無 川下流 の 安中地区の 住

民に避難勧告 が され て 北 上木場町、南上木場町 （5 月26日に避難勧告 ｝の 公民館に避難 し

た 。しか し、公民館 が 狭 く全 員が収容 できな い ため 、一
部 の 人達は 個人の 佐宅に避難 した 。

雨が止み 土石 流の 危険が去る と、自宅に戻る行動を住民は繰 り返 した。24日にな っ て 火碑

流が発生し始め るが、まだ避難行動は土石流災害 を予測 したもの で あっ た。

2｝ 26日にな っ て火砕流が山麓の 住宅地に及ぶ ことが推測されたため 、島原 市北上木場町 、

南上木場町に対 して 避難勧告が出され 、第五小学校に避難 したが翌 日には
一

部勧告が解除
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された 。 6 月3 日にな っ て大規模火砕流が発生 したため ．島原市10町、深江町 3地区に避

難勧告が 出され、勗原市におい ては第五小学校 （6 月 7 日に避 難勧告 ｝、第三 中学校等に

町内会単位で避難 したが、危険が迫 っ たため同日に第三小学校、市体育館に移動 した。6

月20日か ら旅館、ホ テ ル 、24日か ら客船 「ゆ うとぴ あ亅 が利用されるようになっ た。利用

期間 は施設によ りまちまちで 、11月末には殆ど仮設住宅に移動 した 。その 間 、利用者は
一

か所に居続けた の ではなく、町内会長 の斡旋に より順番に 旅館 ・ホ テ ル で 生活をした。

3） 噴火災害が長期化 してきたため ．12月に入 っ て 仮設住宅、雇用促進住宅、公営住宅、

県公舎に移動した。こ こでようや く家族が同居で きるようになっ たが、家族構成が大きな

家庭では別居 した り、一
人 当た りの 面積が少ないなど満足で きる もの で はな い 。

4　 避難生活か ら得た 教訓

　教訓を求め る場合、ある種の条件を与えねばならない 。普賢岳噴火災害の 対応 につ い て

の問題点 を探るの ではなく、当初は短期的な対応で済む と考えられた 避難が、長期的な避

難に変わ っ て い っ た必然性を考慮 して考察してみ た い e

1｝ 避難を想定する災害が初め は眉山崩壊か ら始ま り、降灰による土石流 、そ して火砕流

と目まぐるしく状況が変化 したため 、避難行動と して住民が振り回 されたようで ある．地

震災害 と異なり災害の 状況が肉眼で 確認で きた事は 、住民に避難に つ い ての 理 解が得や す

か っ たが ．災害履歴 を もつ 地域にお い ては想定され る避難計薗を地域防災計画に記載 して

お きた い
。

2）
’

土右流災害を予測 した時 には簡 単に避難勧告を行 っ てい る 。 土石流発生時には避難勧

告 が出 されても短時間の 解除で あ っ た り、また、住民 自身 が 判断をし て帰宅を して い る 。

住民に と っ て災害の 危険が直面 した とき、避難勧告以外に警戒区域の 設定とい う強制 力の

ある措置が取れ るこ とを 、少な くとも事前 に 地域の リ
ーダーに知らせて お きた い 。

3） 当初、土石流災害を予測 して避難堝所 として山麓を選んだが、火砕流が発生しなか っ

たこ とが幸い で あ っ た ．その 後の 普賢岳噴火の 状況を見るな らば、災害が 霞合して発生す

る可能性は
・1・分 に あ っ た ．避難場所は 予測される幾 つ か の 災害 に対 して 、安全を確保 した

ス ペ ース でなければ なちな い 。

4） 火砕流 災 暼 が 迫 っ た 際 ．島 原 市 は 同 報無 線が整備途 巾で あ っ た た め 、消防団興 と 町 内

会役員が各戸を回 っ て 避難を呼びか けた ．町内の 結束が堅い 地域で あっ たため 、伝違が漏

れた と こ ろが無か っ たが 、おそ らく市街地であればこ の 様に 旨くい くとは限らな い 。情報

の 伝達を舎め 肖t 防災親織の 必要性を感 じる。

5） 避難対象地域が 広くさちに緊急であれば ．大量の 輸送手段が必 要になる 。 また、逃げ

遅れの 場合に は航空 機や 特殊臼蚤均車等の 鯰送手段が求め られる．こ うした輸送 手段は普段
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か ら備えてお くわけ に は い か ない 。隣接市町村や特殊輸送手段を持つ 市町村と災害時相互

応援協定の 締結、地元の 簾客輸送 業者には調達に閲する同意等を進めて おきた い 。

6） 首長が避難を勧告し、また警戒区域を設定する場合 ．これ らは住民 の 生命を左右 し、

生活の場 を失うこ とに もな りかねない ため 、根拠 としては確た るもの が必要である。土石

流に対しては河川管理者と降水量観測者かちの 情報であ り．火砕流は火山活動監視者か ら

である。今回の ように 多様な災害が予測される場合、複数の 機関か ら情報を迅速に得るた

め には 、臨時に地域防災会議の 専門部会の開催が現実的である。

表 一1　南上木場 町の U さん の 避難行動

　  自宅 →   南上木場町公民館 →   自宅 →   南上木場町公民館 →   第五小学校体育館→

  自宅→   第五小学校休育館 →   第五小学校校舎→   県営住宅 ｛現在 ）

表一2　 島原市における避難勧告 と警戒区域の指定状況 く平成 3 年末まで ）
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